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理事�メッセージ

　明治以降の日本は急速に都市化が進み、
各地から“ホンモノの森”が消えていきまし
た。伐採をまぬかれたのは神社やお寺の境
内などに手つかずの状態で残っていたもの
で、日本全体のわずか0.06%でした。したが
って今の人たちは“ホンモノの森”を見たこと
がないのです。 （数千年前から西日本を覆
っていたシイノキ、タブノキ、カシノキを
主木とした常緑広葉樹林、関東以北を覆っ
ていたブナ、ミズナラ、カエデの類の落葉
広葉樹林、これらを植物生態学の立場から
わかりやすく“ホンモノの森”と呼び、スギ、
ヒノキ、マツなどの人工林を“ニセモノの
森”と呼んでいます） 人間活動によって破壊
される前の自然林は、スギ花粉のように人
間に危害を加えるということはあり得ませ
ん。逆に、人間をはじめ生きものの命を育
んてくれるのが“ホンモノの森”の機能です。

”ホンモノの�”による⽣��再⽣を⽬指す１年に�

ホンモノの� ����

 “ホンモノ”と“ニセモノ”の区別は、前者は
「厳しい環境に耐えて長持ちする」後者は
どんなに美しく見えても、地震や津波、台
風、地球温暖化などの自然災害に対して
「すぐダメになり長持ちしない」です。し
たがって、一番大切な「いのち・健康・生
活」を守るには、都市化によって失われ
た“ホンモノ”をとりもどすことです。不思
議に思うかも知れませんが、“ホンモノの
森”の木の種類はその土地ごとに昔から決
まっているのです。何千年、何万年という
時間をかけてできあがった安定した森の木
の種類を特定し、それらの苗を混植・密植
することで、その場所に20〜30年で“ホン
モノの森”を作り出すことができます。誰
にでもできるこの画期的森づくりを、開発
者・宮脇昭博士（1928〜2021）の名を冠
して「宮脇方式」と呼んでいます。



2025年 年間500�の苗⽊を�樹するための活動��
国内�樹のページ

フェーズ1: ��と��

現在の���告

フェーズ２: ��

フェーズ３:��と発�

�樹活動の成果や�びを�く共有し、他地域
への�開や�たな活動の発�を⽬指します。
これにより、より�くの地域での⽣��保�
活動が促�されます。

����の�樹に��な場�を��します。
この��で地元の友�団体と協⼒し、現地の
⾃���や⽣��に�する�査を⾏います。

１���地の��１���地の��

持�可�な�樹活動のために��した苗⽊供
�の体制を�立します。苗⽊⽣�者との��
や、�たな供��の開拓が重�です。

２�苗⽊の�保２�苗⽊の�保

��した活動を�えるために、現地の友�団
体、�業、����などとの協⼒��を築き
ます。これにより、�期的な�援体制を�保
します。

３�パートナーシップの構築３�パートナーシップの構築

現地の友�団体の�員やボランティアが�
�し、����の⼿�に基づいて苗⽊を�
えます。専⾨�の指�のもと、�切な�樹
��と�理��が��されます。

１��樹活動の開�１��樹活動の開�

�樹�の苗⽊の成�状況や⽣��の��を�
期的にモニタリングします。これにより、�
樹の�果を�価し、必�に�じて��の�理
措�を�じます。

３�モニタリング３�モニタリング

 �樹活動と並⾏して、⽣��保�の重�性を
理�するための��活動を⾏います。これに
より、��者の���識を�め、持�可�な
活動への理�を�めます。

２���活動２���活動

年に２回の�樹活動を��して⾏い、⽣��
の再⽣と保�を促�します。これにより、�
期的な��保�の�果を�⼤�します。

１��期的な活動１��期的な活動

地元の��や団体との協⼒��をさらに�
め、地域���体での��保�活動を��し
ます。これにより、持�可�な��保�の�
識を地域�体に�げます。

２�地域��との����２�地域��との����

３�成果の共有と発�３�成果の共有と発�

 年間500�の苗⽊を�樹するための活動�
�は、�の3つのフェーズに�けられます。
それぞれのフェーズでは、�体的な�り�み
と⽬標が��されています。

①千葉��津� M�の持�
②岩⼿�⼀�� W�の�業�地内
③岩⼿�⼀�� S�の持�
④⽯川�七尾� H�の持�

フェーズ１ １���地の��フェーズ１ １���地の��

苗⽊の供�に�しては現在、各��において
苗⽊を�てると共に、苗⽊を提供してくださ
る団体との��を�めています。さらに、�
�の苗⽊が必�な場�に�えて購�の��、
�金��を立てています。

フェーズ１ ２�苗⽊の�保フェーズ１ ２�苗⽊の�保

現在、上�の��地が挙がっており、�体的
な��の策�に�んでおります。それぞれの
地域において、��な�樹場�の��を⾏っ
ています。

このフェーズ1の��により、��と��の
��が��に�んでいることを��できまし
た。�のステップとして、�体的な�樹��
の����と、苗⽊供�体制の�立に向けた
����を�めてまいります。



ドングリの播き���を開きました �橋�� 

⽇時�1/18(⼟)10:30〜
場���津川����
千葉��に�樹する事を想�して、ドングリだ
けでなく�種�の常�樹の種を�えました。
どんぐりから苗⽊を�てるために、カップ��
�を再利⽤し、�に�をあけて�気性を�保し
ます。��の�に⼩⽯を�き、⼀�的な⼟を使
⽤。どんぐりは�った��を下に向けて�え、
�やりと�るい場�での�理がポイントです。
��間で発�し、成�を�しむことができま
す。ベランダでも⼿軽に�てられ、�別な肥料
も不�です。

 �回2回⽬となる�橋夏のボランティア体�
で、地�の�を�る��橋��さんにお��に
なりました。�んだ理由は、�年地�温暖�に
よって年々暑くなっていく夏を⽌めるために
は、昔のように�くの⽊々が⽣い茂る�界にす
ることが��だと�え、その�しい��を知る
ことができると思い�びました。
 �回の体�で�も��に�っていることは、
⽊が�えることで⾃�災�に��することがで
きると知ったことです。⾃�たちのゴミから作
り上げた⼩�の上に⼤⼩�々な苗⽊を�えるこ
とで、20〜30年�には津波に��できるほどの
�⼤な�に��を�げると�われた�には、⾃
�の�⼤さについて�めて�かされました。
��の�には��に⾃�で苗⽊を作る体�を⾏
いました。苗⽊を作る⼯�は、�葉⼟と肥料を
かき�ぜ⼟を作り、それを型に半��れて苗⽊
を�れ、また⼟をかぶせるといったシンプルな
��であっという間に�わりました。�めてで
したが�常に簡単でした。
 �回の体�で、⽊々は地�温暖�を⽌めるだ
けでなく、�たちの�も助けてくれることを知
りました。このことから、⼀�⼀�が�年⼀つ
苗⽊を作るだけでも⾃�や⾃�たちに⼤きな�
�を�えることができると�え、これからも�
を�やすお⼿�いをしていきたいです。

国内�樹のページ

24年夏に⾏ったボランティアに��してく
れた中�⽣の�想�が�橋フェイス５�に
�⽰されていました。

活動の��

ドングリの撒き�を��で�える

上右２箱�アラカシ 上左２箱�マテバシイ
下箱右から クロガネモチ。�沼��の常�樹
黒:クスノキ �:アオキ 茶:ツバキ ⾺酔⽊。

�橋�����では、����の�樹を⼀年を
�して体�できる��を⾏っています。（ふれあ
いの���を�む�主�）この��に��する
ことで、⾃�との�れ�いや�林の保�につい
て�ぶことができます。�味がある�は、お問
い�わせください（�橋�� 河�）


